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Ⅴ まとめ

大 明 神 追 跡 -

1区 堅穴住居跡 9棟について、遺構記述でおこなった供伴遺物に基づき時Iヾ比定する。

l鵜7臆才住 Ⅱ群2類(大木8b) 中期中葉

I-9号住\′群2類a(中期末葉前後) 中期後半か?

I-8号住 Ⅱ群3類c H群3類b2(大木10)→複式炉型設 中期末葉

l-6号住II群3類b2→被式炉既設 中期末葉

[-4号住 u群3類b2 \群4類→被武士Ii埋設 中期末葉

1鵜3昇と [群3類b2→複式炉埋設 十群上敷→複式炉埋設 中期末葉

1-2号住 田群3類b2 \l「群4類→複式炉型設 中期末葉

l-5号住 田群2類e (後期中葉) l=群3類他 後期中葉

l「1昇住 田群2類c Ⅲ群3類他 後期中葉

以上のように」朝出一葉から後期中葉未までの「帥こ包括される。 l鵜了号住が鹸出道購中では

最も時尺が古い。後続するのはl-9・ 8・6・4 ・3・2号の6住居跡で、 9号住居跡を除

く5つの住居跡は明極を複式炉をもつ。 9岩住居跡においても禎式炉の痕跡かとみられる掘り

込みが認められる。また供伴土器の粗製深鉢は、中期末葉前後に考えられる。

各住居跡の禎式炉埋設土器は、 l -2号住居跡を除き旧洋3頼b2としたもので、江刺吊l自・

瀬神社前遺跡(昭54)の棲式炉埋設土器と施文技法、文禄購戒が同様であy)、この時期の東北各

地の複式炉埋設土器によくみられる棚S字状、波状などの磨消し手法を用いるものである。い

ずれ、中期末葉に比定される住I部亦群である。

後続は後期中葉以降の1鵜1号住とl-5号住となる。いずれの(軌湖とも、後期末葉に近

いとみられる比較的頂点の尖るiI縁が出土し、 !-1号住出土の注I上上器では入組状のI姉怖縄

文の前段的様相と張癌もみられ、新地式、宏行式などに似る要素をもつ上帯がみられる′/

工区 埋設土器 継体、棚体と両様の状況が碓認できた。周辺に焼士をもっのか本調査区で当よ

多く。単独で埋設されるものと、密集しセットになる状況で埋設されるものとある。底部を残

すものと、意図的に底部を削りとったとみられるものもある。

!-9岩上言埋設土器はl-8号住、 I-10号・11号・12号上∴弓里設上器はl-9号住の各

理工上面に施設さカ上 道接するi-3号炉跡とともに同面上での生活面が彬成されていた可能

性もある。特に11号・12号十二が異常に焼士に禎おれ、糧車体の状況にあったことはどのように

解するか今後の課題でもある音。なお埋設されている土器は中期末葉前後のものである。臆ノ
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工区 土塀 描徴用なのはl-4号王城の右請と粉炭である。類例を知見できぬことと、供伴

遣物がなく性格と年生を比定する質料に欠くが、粉炭のG。測定結果では5040±100年以前となる。

Ⅱ区 竪穴住居跡 5棟(重役含む)について共伴遺物に基づき時代比定する。

1看鵜1号l住 l群4類(前期末●?) 前期末葉

=-1号2住 供伴造物なし

=-2号住 !群3類b (口笛下層系) 前期末葉

11-3言一伸二 !群2類a2(大本6式) 看群3類a (用筒両耳系) 前期末葉

Il-4号住 l群3類b (用帯下屑糸) 前期末薬

上月二のように、すべて前期末葉に比定される住居跡である。 I-1号住居跡からは=縁を欠

く質料のみであるが、綾絡文の帖一作地文と胎」∴焼成からl群3類bの土器と推察される。 1号

1とl号2の前後関係は不明であるが、隼I臣ヒ定はl号1と大差を〈みてよいと考えられる。

=鵜2号・ 3号・ 4臆号住居跡とも、 !群3類a・bの=縁や頚部を日本に撚糸庄痕や連続指頭

圧諏隆帯をめぐらす用笥下層系上器を、山喜3号l軌講亦では、 1群2類a2の=縁に山形沈線、

頭部に教条の沈線をめぐらす大本6式上器を出土し、冊笥系文化と大本系文化の両様を認める

ことができる。

むすび

造物はl医で、縄文前期初頭から縄文晩期中葉までの土器をもち、 L萱区では縄文前期の土器

が主体で、様相の差違がはっきりしている。前期初頭の土器はl区から出土の繊維土器で、前

期中葉の上器はI ・旧来とも途切れ末葉に圭る。旧来の住居跡はこの前期末に比定され、こ

の時期が旧来の隆盤井出で、その後は衰退する。

一方I医で当よ、中期中葉から後期へと遣物の量を増すが、特に中期末葉から後期初頭にかす

て隆盤をし、更に流れは縄文晩期まで続く。

出直)造物面での現象は、遺構と密接するが十だが、前期初頭と碓定できる遣楯は鹸出され

ていない(/前期末にか)て旧来で住居が詰まれ、中期中葉になり!函こ住居が営まれたことは

確実に示され、木葉になると被式炉をもつ住居集団が形成され、更に後期初頭へと移行するが

この時期の造楯は楊用i-されない→ しかし樹上,された造物からみて調査函こ近接して違棚が存在

することは疑し辛白、と思う。同様のことは晩期の遣棚についても考えたい。

上月∴ 本調査車で当よ、 I医で緋引出跡9裸(中期中葉l、中期末6、後期中葉未2)を中心

に炉跡3、理設上器22、上坂5の蘭=をみた。埋設土器の中には屋外炉間生櫓のものもあるが、

上坂の 誰と合せ今後の類例と校訂を得たねばならないものがある。

-臆
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Ⅱ区では、竪穴住居跡5棟(前期末葉)と炉跡1の検出であった。

萱・ Ⅱ区を通して大明神遺跡を総合すると、調査区の遺物・遺構状況から標高176mと工区

より約7mの高所に立地するⅡ区で、前期の遺物・遺構、低所に立地するl区で中期から後期

を主体とする結果を得たが、調査区外にも視点を広げるとき、遺物の出土状況からⅡ区周辺の

高所に古い時期の集落、 l区周辺の特に東側緩斜面に中期一晩期の集落を推察するに十分を遺

跡である。もちろん、今回の調査で得た資料に立った概観であり例外のあることは当然である。

非常に重複する記述になったが、大明神遺跡のまとめとする。

参考・引用文献
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東北自動車道関係埋蔵文化財調査報告書- l -
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宮手遺跡

B j24住

上が北

B j24住(左)

とB j2I住(右)

上が北

B j24住

遺物出土状況

(6図23)

上が東
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図版2

上: A骨09溝状土握

中: A hI2住

下: A iO9住

_上が北

上: A hI2住

中: A iO9住

右下: B aO6住

上が北
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上右: B aO3溝状土塀

中 : B aO6住

左端: A iO9住

上が東

民謡要一一国〇二

二一‾芋窪藷車重襲
上 B b56土塀 中右B c53土塀

中 B a53住 下右B b50溝状土塀

下左A j50住 上が東
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B bi8住

B bI5溝状土塀

上が西

B bI8住

かまど

上が束

‾芋類●∴

ふ欝

B bi8住ピット2I遺物出土状況

上が東

図版5

B bI8住、ピットI9遺物出土状ガ



B d62住・ B d62溝状土握 上が東

B d62住、ピットI2、遺物出土状況
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B f30住

上が東

B f30住

右下B e2I方形周溝西辺

上が西

B i50住

B j 53溝状土塀

上端左S丁A26十00基準点

右中央B i 50焼土遺構

右 下B i53焼土遺構

上が西
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B j2I住

上が北東

C d2i住

上が西

C d2i住

遺物出土状況

(39図2)

上が北

図版9

C d2I住

遺物出土状況

(39図3)

上が北
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左上: B eO9土塀、中央B dO9

溝状土塀 上が南

B g59溝状土塀 上が南

図版iO

B・ C区束側

溝状土塀群

上が南

上: B f62溝状土塀

中左: B f65溝状土握

下左: B e65溝状土塀

上が南

B j 53溝状土塀

B i 50住の一部

上が南西
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C c68焼土遺構、上が北東

A cO9溝状土塀、 A区溝 A d18溝状土塀、 A区溝 A i21溝状土塀

上が北東 上が東北東 上が北北東
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図版I2

B c53土塀

主上が東北東

葵長さ

′

ヽ→

B b56土塀
へ

上が東北東

左B d50A土塀

右B d50B土塀

上が東北東

B eO9土塀

上が東北東
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B eI2土塀

上が北北西

上: B c56ピット

下: B c56土塀

上が西

B gO9土塀

上が南南東
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B e2I方形周溝

上が北東

A区溝

上A d I8溝状土塀

中A cO9溝状土塀

上が南西

東端深掘り

N23地点

左が北 右が南



BJ24住 出土遺物

図版I5

I-24は第5図、第6図と同じ

25は尖底部(実測図なし)
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B j24住 出土遺物 番号は7図、 8図と同じ

(I7はi9表の石器器種不明)
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A hI2住出土遺物

I :長胴蛮

2-7 :須恵器杯B類

8 ・ 9 :須恵器‡不A類

IO :小型蛮底部下面

=:磨石

I : IO図i

2 : IO図2

3 : IO図3

4 : IO図4

5 : 10図5

6-iO:実測不能
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イ)

A -。9佳苗

I-6 :長胴蛮

7-I5:小型窪

I6 :小型壷

I7-27:内黒杯

28-34 :須恵器‡不t

図版i8

l : 12図3

2 : i2図I

3 : I2図2

4 : I2図6

5 : I2図5

6 : i2図4

7 : I2図了

8 : I2図8

I6: i2図9

i7: I3図I

I8: I3図2

i9: I3図三;

20: I3図4

2I: I3図三-

22:i3図6

23: I3図7

24: I3図8

25: I3図日

26: i3図9

27: I3図IO

28: I3図I3

29: I3図i5

30: I4図3

3I : I4図4

32: i4図5

33: i4図6

34: I4図8

9-I5は実測;
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A i O9住出土遺物

一書{驚憲
I6 :須須器‡不A類

33:浅鉢

34:高台士不

I : i3図I4

2 : I4図日

3 : I4図I2

4 : i4図7

5 : I4図I3

6 : I4図I6

7 : I4図I5

8 : I4図I4

9 : i3図23

IO: i3図I6

=:I3図I7

I2: I3図18

I3:i3図看9

I4: i3図20

I5: I3図2I

i6: I3図I2

I7: I3図24

I8: I3図25

I9: i3図26

2i : I3図28

22: i3図29

23: I3図30

24: I3図3I

25: I3図32

26: i3図22

27: I3図27

28: I4図I7

29: I4図I8

30: i4図9

3I: i4図I

32:i4図2

33: I2図IO

34: i4図I9

図版i9
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B aO6住田土遺物

I-7内黒土不

8 須恵器‡不A類

9-=土師器蛮

i2・ i3粘土塊

4 : I6図I

5 : i6図2

3 : I6図3

7 :i6図4

6 : I6図5

I2: I6図6

I3: 16図7

I ・ 2 ・ 8-iiは実測不能

●
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図版2I

B a53住出土遺物

I-7 :内黒土不、 8-i2:須恵器士不

B類

I3:内外黒色浅鉢、 i4:須恵器壷

I :I9図I 7 :i9図6 ・7

2 :i9図2 8 :I9図IO

3 :I9図3 9 :I9図9

4 :I9図4 I3:i9図8

5 :i9図5 I4:I9図日



図版22

B bi8住田土遺物

I-4 :長胴蛮

5

6

内黒長胴蛮

内外黒色杯

7-i4:小型蛮

I5-I7:内黒〕不

I-I2:2I図と同じ番

I5 :22図i

I6 :22図2

I7 :22図3



B bI8住出土遺物

i-4 :内黒‡不

5-I6:須恵器

‡不A類

I7 :高台杯

I :22図4

2 :22図5

3 :22図6

4 :22図7

5 :22図8

6 :22図9

7 :22図IO

8 :22図=

9 :22図I2

iO:22図I3

II:23図I

i2:23図2

I3:23図3

I4:23図4

I5:23図5

I6:実測図なし

I7:23図6
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B bI8住田土遺物

I :須恵器小型壷

2-6 :須恵器土不B類

7 :砥石-

i :23図7

2 :23図8

3 :23図9

4 :23図iO

5 :23図=

6 :23図I2

7のI :23図I3のI

7の2 :23図I3の2

7の3 :23図I3の3

7の4 :23図I3の4
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B d62住田土遺物

I-4 :長胴蛮

5-8 :小型蛮

9 ・IO:内黒杯

=-I6:須恵器‡不A類

I7-I9:須恵器土不B類

i :25図I

2 :25図3

3 :25図2

4 :25図4

5 :25図5

6 :25図6

7 :25図7

8 :26図I

9 :26図2

iO:26図3

= :26図4

I2:26図iO

I3:26図8

I4:26図日

i5:26図I2

I6:26図9

I7:26図5

i8:26図7

I9:26図6
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B eO6住出土遺物

I :長胴蛮

2 :小型蛮

3・4 :内黒土不

5 :内案高台杯

6 :内外黒色土不

7 :内外黒色浅鉢

8 -23須恵器‡不B類

I :28図I

2 :28図2

3 :28図3

4 :28図4

5 :28図5

6 :28図6

7 :28図8

8

9

:28図7

9図2
8

iO:28図iO

= :28図日

i2:28図I2

i3:28図I3

I4:29図i

I5:29図2

I6:29図3

I7:29図4

I8:29図5

i9:29図6

20:29図7

2I :29図8

22:29図9

23:29図IO
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B eO6住田土遺物

I ・ 3 :高台‡不

2 :浅鉢

4 ・ 5 :刀子

6-8 :有孔土玉

9-I8:紐状土製品

I9-30:ミニチュア土製品

I :29図=

2 :29図I2

3 :29図I3

4 :29図I4

5 :30図I

6 :30図2

7 :30図3
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IO:30図6

=:30図7

I2:30図8

I3:30図9

I4:30図IO

I5:30図=

I6:30図12

I7:30図I3

I8:30図I4

i9:30図I5

20:30図I6

23:30図i7

28:30図i8
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B f30住出土遺物

i :長胴蛮

2 :内黒長胴蛮

3 ・ 4 :内黒‡不

5 :須恵器壷

6-= :須恵器‡不A類

I2 :鉄製品

I :32図i

2 :32図2

3 :32図3

4 :32図4(3の底)

5 :32図5

6 :33図4

7 :33図i

8 :33図2

9 :33図6

IO:33図5

= :33図3

I2:33図7
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B i 50住田土遺物

i-8 :長胴蛮

9 :小型蛮

IO-I2:内黒部

I3 :須恵器土不A類

i4-I6:須恵器土不B類

i :35図i

2 :35図2

9 :35図3

IO:35図4

I3:35図5

I4:35図6

I5:35図7

i6:35図8

3へ8 ・ = ・ i2は

実測不能
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B j2I住出土遺物

I ・ 2 :長胴蟄

3-6 :内黒土不

7-i9:須恵器杯B葵

I :37図I

2 :37図2

3 :3了図3

4 :37図4

5 :37図5

6 :37図6

7 :37図7

8 :37図8

9 :37図9

IO:37図IO

=:37図=

I2:37図I2

I3:37図I3

I4:37図I4

I5‾: 37図I5

I6:37図I9

I7: 37図.I7

I8:37図I6

I9:37図I8
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I-9 : C d2I住田土遺物

iO-I2: B i53焼土出土遺物

I3・ I4: C c68焼土出土遺物

I :内黒高台1不

2 :内外黒色高台土不

3-6 :須恵器皿

7-9 :鉄淳

iO:長胴蛮

=:小型蛮

I2:須恵器杯白類

I3・I4:長胴塞

I :39図i

2 :39図2

3 :39図3

4 :39図4

5 :39図5

6 :39図6

IO:42図I

= :42図2

I2:42図3

I3:42図4

I4:42図5
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上平沢新田遺跡

I. i号(A骨30)竪穴住居跡(南から)

2 .同上

東壁南半土留材施設溝

(南から)
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I. I号竪穴住居跡

北東隅炭化材

2.同上

東壁北半部分

壁と炭化材

3.同上

西壁北半部分

壁・敷板炭化材

図版2
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i. I号竪穴住居跡

西壁北半部分

壁と敷板炭化材

2.同上

敷板炭化材上の

杯出土状況

3.同上

遺物出土状況
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i. I号竪穴住居跡

鉄斧出土状況

2.同上

万年通宝出土状況

3.同上

炭化米出土状況
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上 2号(AhI5)竪穴住居跡

全 景

(西から)

2.同上

南西隅炭化材

3.同上

かまど
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I. 3号(A骨27)竪穴住居跡

全景(東から)

2.同上

墨出土状況

3. 4号(Bb27)竪穴住居跡

全景(南西から)
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I. 5号(Bj59)竪穴住居跡

全景

(北西から)

2. 6号(Ca62)竪穴住居跡

全景

3.同上

かまど内

遺物出土状況

図版7



一連要素謬ア琵二三三七言’“申α- }〆

I. 6号竪穴住居跡

かまど

2. 7号(Ca68)竪穴住居跡

全景(北から)

3・書誌二謹弼刷
全景(東から)
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上iO号(Ce68)竪穴住居跡

全景(北から)

2. =号(C骨77)竪穴住居跡

全景(南から)

3.同上

No,3かまど

トンネル式煙道
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I. =号竪穴住居跡

No.Iかまど

遺物出土状況

2. 2号(Ba30)竪穴

全景(南から)

3. 3号(Ba24)竪穴

全景(南から)

図版IO
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I・ Aj2i掘立桂建物跡

全景(西から)

面
2
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方
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3.同上

掘方BI

平面 断面
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4. 2号(Aj30-I)

7. 7号断面

2・ 5号(Aji8) 3. 3号(Aj30-2)

5. 4号(Ai27)

8. 8号(BbI5)

溝 状 土 塀

図版I2

6. 7号(B aI5)

9. IO号(Be77)
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I. 9号(Be7i)

4. =号(B骨68)

7. I3号(B骨65)

2. I2号(B骨59)

5. i4号(Bi68)

8. I3号断面

3. i2号断面

6. i4号断面

溝状土塀



二言窮メ

土 塀

I. 5号(Afi8)

2. 6号(Af2I)

3. 8号(A骨2I)
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土 塀

I. I2号(Bd65)

2. I8号(Bh7I)

3. 20号(Bh74)
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4. 19号(Bh77)
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i. i7号(B骨77)

土 握
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2.

3. IO号(Aji2)

23号(Cc68)

4. i3号(Be65)



土 塀

I. 25号(Cc74)

炉 跡

2. 1号(Ca7I)

3. 2号(Ca68)
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Be 62隅丸方形周溝

2. No.I

東辺断面

(南から)

3. No.4断面

(南から)
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I号住出土 S=約米
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I号住出土 S=約寿
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I号住出土 S=約牙

図版22



「
l
I
I
I
I
I
̃
 
I
甘
i
i
i
i

米レし南山炭

S二任意

2i・24・炭化米i号住出土
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S二組牙

25・26・28-30 2号住出土 S二約寿



32-38 2号住出土 39・40 3号住出土 Sこ約寿(38・40除く)
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4I 4号住出土

42・43 5号住出土 Sこ約寿(47除く)

45-47 6号住出土



49 6号住出土

50-56 7号住出土
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70・72 8号住出土 67-69・7I 9号住出土 S二約兆
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IO号住出土 S二約ブイ

図版29



82-87 =号住出土 90 7号土塀出土 9I・92 I3号土塀出土 S=約寿

図版30
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96 97

・千乗いて卜

88 6号土塀出土 89 2I号土塀出土 94へiO7 表採 88・89・94・95二約兆

96へIO4・ IO6・ IO7=任意縮尺
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墳館遺跡

遺跡遠景(東より)

遺跡近景(南東より)

図版I



第I号墓全景(北より)

(調査前)
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集石状況(北西部分)

墳墓断面(北西部分)
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i 墳墓東西断面

(北より)

火葬骨埋葬小土塀の

検出状況

火葬骨埋葬小土塀

断面
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火葬骨検出状況

調査後全景(北より)

第2号墓全景(東より

第2号墓現状

(東より)
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火葬骨埋葬小土塀

火葬骨埋葬小土塀断面

調査後全景(南より)

(手前第5号土塀)

図版6
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第4号墓全景(南より)

〈調査前〉

墳墓東西断面(西部分)
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調査後(北より)

第5号墓全景(南東より)

墳墓南北断面(東より)

図版8
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調査後(南より)

i ・2号溝状土塀

I号溝状土塀断面



第6号墓全景(西より)

〈調査前〉

墳墓断面(北東部分)

墳墓断面(南東部分)
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墳墓断面(北部分)

再葬人骨出土状況

調査後全景

(北より)
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火葬骨埋葬小土塀断面



墳墓南北断面(後方)

1
-
-
-
-
-
ト
音
-
-
-
-
-
-
、



l
I
-
I
I
I
′
-
i
′
-
/
-
白
い
i
「

古銭出土状況

(No.iピット)

調査後全景(北より)
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第9号墓全景(西より

〈調査前〉

火葬骨埋葬小土塀

検出状況
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調査後全景

(西より)

B j 39周溝状遺構

東西断面(北より)

B j 39周溝状遺構全景

(南西より)

図版i5



B f27竪穴状遺構

6号土握全景

く第3号墓〉

図版i6
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I .第I号住居跡全景

2.カマド全景

3. 4. ‡不出土状況
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I .第2号住居跡全景

2.土器出土状況

3.中央ピット

(ノロそら充しこんだとみら

もの)

4.鉄サどの付着した石

4 図版咽
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上 鉄製品出土状況

2.羽口出土状況

3. B e54小ピット群

(南より)

4.土塁

(北より)
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2.

土塁断面

3.墳墓出土古銭

(3. 4. 8号墓)

4.板片に付着した古銭

( 3号墓封土)

5. A区出土古銭(表土)

6. I号墓出土人歯牙

7.キセル(I号墓表土)

8.釘(6号墓周溝埋土)
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声喪二言「アブ【葛で
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出土遺物

亜配

‾謹上j
I号住居跡出土 (I -iO)

i号住居跡周辺出土(2層) Ii

b60出土 (2層) I2
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(土製品)
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出土遺物〈莞荒謹呈信二)
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